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研究成果の概要（和文）： 

 

 コミュニカティブな中国語の能力を身につけるためには、どのような知識・スキルを身につ
けるべきかを、社会言語学、語用論、機能言語学、中間言語研究、異文化コミュニケーション
などの観点から具体的に指摘し、現在の中国語教育で取りあげられている学習項目は、それら
のうちの重要な点ですらカバーできていないことを指摘した。そして、それらの指摘を教授法
の構築や教材の開発に生かす道筋を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

This research team analyzes what kind of knowledge and skills are required for 

developing communicative competence in Chinese as a second language, in the various 

fields such as sociolinguistics, pragmatics, functional linguistics, interlanguage studies and 

cross-cultural communication, and obtains perspective on establishment of teaching 

methods and on development of teaching materials in communicative Chinese language 

teaching. 
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１．研究開始当初の背景 

 

当研究課題のメンバーは、それぞれが、当
時の中国語教育で行われていた、さまざまな
方法論には満足しておらず、自身の日々の研

鑽の成果を中国語教育の改善に向けてフィ
ードバックする作業をしていたものの、それ
らは散発的な試みで、斯界全体の流れを変え
る動きにはなっていなかった。そこで、「コ
ミュニカティブな能力を育成する中国語教
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育のための体系構築」を目指し、「中国語コ
ミュニケーション文法の確立」の名のもとに、
研究組織を作った。 

 

２．研究の目的 

 

ここでいう「中国語コミュニケーション文
法」とは、「コミュニカティブな中国語の能
力を養成するために学習者が身につけてお
かねばならないすべての知識・スキルを体系
化したもの」を指す。 

当研究課題の目的は、これまで当研究組織
のメンバーが行ってきた中国語学の諸分野
における貢献を、この「コミュニケーション
文法」の確立のために整理統合・体系化し、
さらにそれと中国語教育とのインターフェ
ースを整備する（＝中国語コミュニケーショ
ン文法を教育に生かすための教材・教授法を
開発する）ことである。 

 

３．研究の方法 

 
(1) まず、コミュニカティブな中国語の能

力を養成する教育にはどのような要素が必
要であるかを、山崎・植村が整理し、鈴木・
中西・西がこれまでの研究・実践の成果をど
う生かせるという見通しを探る方向で作業
を進めた。 

(2) 次に、メンバー全員の方向性にある程
度の統一性が確認できた時点で、既存のごく
一般的な教科書を使って、それぞれが主張す
る方法論を適用したばあい、どのような授業
が設計でき、どのように教材が adaptation
されうるかを検討した。さらに、全員に、同
一の教科書の同一の個所を課題として与え、
それが、それぞれのアプローチにより、どの
ように adaptation され、そしてそれによる
授業設計がどのようになるかを検討した。 

 (3) 期間の前 2 年間における研究成果の
うち、特に斯界の他の研究者・教育者と共有
したいものを、メンバーがそれぞれ選択し、
共有のための方途を探った。 

 
４．研究成果 

 
前項の(1)の成果: 植村は，コミュニケー

ション機能や表現意図を中心とした文型一
覧表を作成すべく英語教育の成果なども取
り入れ，試作を進めた。鈴木は，コミュニケ
ーションゴールからのバックワードデザイ
ンという手法で授業をデザインした結果，文
型の定着度にどのような改善が見られたか
を，実地に検証した。中西は，文型の選択が
もたらす表現意図の相違と学習者にとって
の難易度（構造の複雑さ）および「より自然
な表現」という観点から，複数の言語現象を
分析した。西は，社会言語学的観点から，中

国語においてポライトネスストラテジーの
選択が決定される尺度を，日本語のそれと対
照し，その両者の間に明らかな違いのあるこ
とを明らかにする研究を行った。 

年度末に，以上の成果をまとめて発表し，
ディカッションを行う公開ワークショップ
を開催した。このワークショップ『コミュニ
ケーションのための「文法」を考える』では，
初級段階の学習者の言語体系に関する知識
で，どこまで表現意図の違いやポライトネス
の違いを表現することが可能か，両者に齟齬
がある場合，どちらをどう優先すべきかなど
について，参会者も交えて討論を行なった。 

このワークショップは多くの参加者を集
め，当課題の研究者は，当課題が中国語教育
関係者および中国語学関係者にとって重要
な課題であることを再認識することができ
た。 

前項の(2)の成果: 当初の研究計画では、
最終年度に、前 2年間の研究成果を総合して、
教育・教材への応用を試みる予定であった。
しかし、研究組織内の検討により、「具体的
な教材をイメージしたほうが基礎的な研究
も進めやすい」という方向性が確認されたこ
と、また、初年度のワークショップの参会者
から「教育の現場への応用例について具体的
なプランを知りたい」という意見が多く寄せ
られたこともあり、期間 2年目において、「日
本の大学で広く使われている教科書」を素材
にし、それを個々の授業の目的にどう適応さ
せ て い く か と い う テ ー マ (Textbook 
adaptation)に取り組むこととなった。 

そして、その取り組みの成果を、中国語教
育学会公開ワークショッップ「中国語教科書
調理法──教科書を教材にするために」とい
う催しで公表した。 

ここでは、メンバーがそれぞれ、自己のア
プローチの特徴を端的に提示できるように、
自分で選択した市販の教科書を素材にした
「自由研究」と、メンバー全員が、同じ教科
書の同じ個所を素材にして、それぞれのアプ
ローチの違いを明示する「課題研究」とを公
表し、さらにポスターセッションの場を設け、
参会者と時間をかけて議論をした。なお、当
研究組織による公開ワークショップは、前年
度は中国語教育学会関西地区研究会の一環
として行なわれたが、その意義が学会に評価
され、今年度は学会公認の全国規模の行事と
して開催することができた。 

このワークショップの成果は、次の 3つの
認識を参会者と共有できたことである: (1)
教科書に合わせて授業をするのではなく、授
業の目的に合わせて教科書を作り替えるの
が効果的な教授法である、(2)コミュニケー
ション能力の育成を目指す授業であっても、
適切な目標設定とタスクの設定により、言語
構造に関する知識をおろそかにせずに済む、



(3)教師が適切な教材の準備と誘導を行なえ
ば、学習者の自律的な学習を引き出すことが
可能である。 

前項の(3)の成果: 『中国語教育の基盤の
再設計にむけて』と題する公開ワークショッ
プを行い（2013 年 3 月 9 日、早稲田奉仕園）、
メンバーのそれぞれが当課題の研究期間の
成果の中でも、特に斯界と共有したい成果を
選んで、トーク形式で発表と参加者との討論
を行った。 

発表題目は、「目標分解と学習要素設定の
システム―遠隔ゴールから直近ゴールへ」
（山崎）、「ルーブリックによる評価の波及効
果」（植村）、「テキスト・授業の中にいかに
文化理解を盛り込むか」（中西）、「呼称から
みた中国語コミュニケーション・ルール―
「上下」・「親疎」のものさしをいかに使うか」
（西）である。 

また、メンバーだけでも会合をもち、当研
究課題の成果を集成した企画中の図書『中国
語教育の基盤の再設計』の内容について討論
した。また、今後、この研究課題のもと、メ
ンバーそれぞれがどのように研究を進めて
いくべきか、また、その成果を共有し斯界に
広く問うための発表形式としてのセミナー
開催について、意見を交換した。また、研究
期間全体を通じての成果として、メンバーそ
れぞれがどのような分野で、コミュニケーシ
ョン能力の育成を重視する中国語教育に貢
献していけるのかという方向性が明らかに
なった。その方向とは、バックワードデザイ
ンによる教材設計のシステム化（山崎）、同
デザインによる新しいタイプの授業・ルーブ
リックによるパフォーマンス評価の効果検
証（植村）、レアリアを用いた文化理解授業
の設計（中西）、同デザインの理論的妥当性
と学習効果の検証（鈴木）、語用論的・社会
言語学的視点による中国語教育の構想（西）、
などである。 
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